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 上海宝山製鉄所の建設は 1978 年に始まる。その年の中国の年間粗鋼生産量はわずか 3,178
万 t であった。1985 年に宝鋼第 1 高炉が稼働した。この頃の中国の年間粗鋼生産量もまだ
4,679 万 t に過ぎなかった。ところが、中国は 1996 年以来年間粗鋼生産量で世界首位の座を
守り続け、宝鋼の第 3 期工事が完成した 2001 年には、その記録を 15,091 万 t にまで伸ばし
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ことを表明したのである。この動きに関連して、日中両国も同 1972 年 9 月 29 日の田中角栄
首相の訪中によって、国交回復を実現し、更に 1974 年 1 月に、政府間貿易協定を締結した。 
それらを背景に、中国の西側諸国との対外貿易は急速な伸びを見せ、その中で、中国鉄鋼













1976 年９月の毛沢東の逝去、続いて 10 月文革派の失脚と共に、「文革」は終息に向かっ
た。国際環境が改善されたこともあって、中国経済は漸く開放路線に沿って進み始めた。そ
こで、中国政府は対外経済交流を大々的に推し進め、1977 年 11 月に、22 の重点項目をはじ
めとする 120 の大型プロジェクトの実施を盛り込んだ巨大な計画を打ち出したのである（い
わゆる「洋躍進」）。この計画には、プラントと技術の輸入を通して経済発展における科学技
術の遅れを取り戻し、周恩来総理が提起した「4 つの現代化」の構想を 20 世紀中に全面的に
実現するという中国政府の期待があった 8)。 
それらを背景に、1978 年 3 月 10 日，同計画の最大のプロジェクトである宝鋼建設は、い
ち早く中国政府から認可を受けた。これは上海の宝山地区に、新日本製鉄（以下：新日鉄）
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鋼 600 万 t 規模の一貫製鉄所を最短工期で建設するというものであった。しかも第 1 高炉の
火入れ時期は中国政府の早期完成希望に沿って1980年末までとされていた。これに基づき、
同 1978 年 5 月 23 日、「上海宝山製鉄所建設に関する議定書」が、新日鉄と中国側の窓口と
しての「中国技術進口総公司」との間で正式に調印され、宝鋼の建設工事は 12 月 23 日の起
工式を以て開始された 9)。建設の交渉と準備に携わった多くの参加者はこの異例な速さに驚
きながらも、その早期完成に期待をかけた 10)。 




海外からの大型プラントの同時輸入によって、1978 年の年間契約額が一気に 78 億ドルにも
達し、これは中国の支払い能力を遥かに越え、国家財政の大きな負担となる額であった。同
じ時期の 1978 年 12 月に，改革開放路線に向けての中国の政治経済政策の転換点となった中
共第 11 期 3 中全会が開かれた。会期中に、中国政府は一連の失策を是正するために、「洋躍






の結果として、同 79 年 6 月 15 日に上記契約の発効を承認した 14)。しかし、資金不足の問題







るように 1980 年 8 月に開かれた第 5 期全人代第 3 回会議の場において、その中で規模が最
も大きい宝鋼プロジェクトは「国のお荷物」、「底なしの穴」と見なされ、意思決定の責任を
追及する代表達の集中攻撃の標的となってしまった 16)。これらを背景に、結局それまで政府
によって先送りされていた資金不足の問題は、翌 1981 年 1 月頃、第 2 高炉を中心とする宝
鋼第 2 期工事の契約破棄という事態にまで発展した 17)。 
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 新日鉄が中国政府から上海での製鉄所建設の協力要請を明確に受けたのは、1977 年 11 月
29 日、日中経済協会会長として訪中した稲山会長と李先念副総理との会談の時であった 20)。
協力相手として新日鉄が選ばれた大きな理由は 2 つに分けられる。第 1 は、稲山会長と周恩
来総理に始まり、新日鉄と中国政府の双方によって培われた 1950 年代以来の信頼関係の存
在である 21)。次に、新日鉄の 1958 年から築き上げた海外での多種多様の技術協力の実績が
挙げられる 22)。当時の中国は、開放して間もなくで、まだ海外からの技術協力を受け入れた
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器具は全て日本から持込み」、新日鉄は試験開始予定の 1978 年 3 月 28 日に向けて、準備を
急いでいた 26)。 
一方中国側では、1977 年 12 月 5 日、冶金部、計委および上海市は、上海に「上海新製鉄
所建設工事指揮本部」を設立し、翌 78 年 1 月 6 日、新製鉄所の名称を「上海宝山鋼鉄総廠」
と決定し、更に 3 月 5 日に、計委、国家基本建設委員会（以下：建委）、国家経済委員会、
上海市および冶金部の連名で、「上海宝山鋼鉄総廠建設の立地選択、建設規模および関連問題
に関する報告」を国務院に上呈した（いわゆる「3 委 1 市 1 部」）27)。意外なことに、わずか




して、同年 3 月 24 日に建委重工業局王鉄雲局長の国務院宛の手紙があった。これは、宝山
地区の軟弱基盤などの不利な立地条件を説明し、宝鋼建設の着工に待ったをかけたものであ




を’78 年夏から開始したいという中国側の強い要望で 25 日間短縮し」、5 月 15 日に全部終了
した。試験の結果、「軟弱基盤に対する不安も約 65 メートル程度の鋼管杭を打設すれば重量
構造物に十分耐えられる事が判明した」29)。そこで、政府は総額 1.25 億ドルを追加投資し、
総重量 23 万 5 千 t の鋼管杭を日本から緊急輸入した。最終的に、軟弱地盤の問題は合計 7.7
億元で解決したのである 30)。しかし、周囲には「すすんで投資さえすれば、どんな地盤でも
製鉄所を立てられる」という印象を残してしまった 31）。 
















1980 年 8 月、宝鋼が経済調整による緊縮財政の下で、「底なしの穴」と見なされ、全人代代
表の非難の的となったことは、決して偶然ではなかった。散々追及されたにも拘らず、1980
年末の時点で、施工費だけでも約 10 億元も予算オーバーしてしまい、プロジェクト全体に
おける当初投資総額 140 億元の予算に、更に 100 億元の追加投資が必要となってしまったの
である 33)。 
内資が不足する状況の中で、中央政府は、1980 年 12 月 23 日に、工事の一時中止命令を
出した上で、宝鋼の建設規模を 300 万 t に縮小し、建設工事を「1 期」と「2 期」に分ける
ことを模索し始めた。結局、第２期工事は前述した通りだが、高炉 1 基、転炉 3 基、分塊工
場、ユーティリティーと輸送関係、生産能力約 50 万 t のシームレスパイプ工場（西独供給）










他方、中央政府は工程管理の強化、建設費用の節約を目的に、1981 年 1 月から宝鋼の建
設現場で責任請負制の試験的導入を始めた。しかも 1983 年 3 月以降、請負制に合わした奨
励金制度の導入も始まり、予算より節約した建設費の 5 割が控除として企業の内部資金に充






















第 2 期の工事は、第 2 高炉、第 3、4 コークス工場、第 2 焼結などを中心とし、この外に
は、スラブ連鋳、熱延および冷延などの諸設備も含んでいる 41)。その続行が再び審議される









 政府は 1983 年 3 月 26 日に第 2 期の続行を正式に認可した。翌 84 年 10 月頃から、各現
場の工事が相継いで始まった。これは実に政府が「宝鋼 2 期工程設計任務書」を通達した 1986






のである 44)。こうして、冷延、熱延、スラブ連鋳の順次稼働に続き、1991 年 6 月 29 日、第
2 高炉も火入れを迎えた。これを以て、宝鋼はついに年産粗鋼 600 万ｔの当初の建設目標を
手にした 45）。しかし、この頃の宝鋼はまた新たな課題に直面したのである。 
 宝鋼は、1987 年 5 月から、経営責任請負制の試行を検討し始め、翌 88 年 5 月 19 日に、
政府の承認を受け、その試行を実施した。1992 年 8 月までの 5 年間に、中央政府は、利潤
の上納額・納税額・生産基準量（ノルマ）の達成および第 1 高炉のオーバーホール等の項目











 宝鋼第 2 期についての分析をまとめると、第 1 に、第 2 期の建設は、自製比率を高めるこ
とを通して、中国全体の大型製鉄所建設を中心とする設備の製造技術のレベルアップに多い









92 年 8 月、政府は拡大投資の意思決定権を宝鋼に委ねるという目的で、直ちにそれまでの利
潤上納方式を、所得税納付方式に変え、更に国家財政から無償で宝鋼に配分した投資資金も、
銀行からの有償借入方式に切替えた 48)。このことが、事実上宝鋼第 3 期建設のための道を切
り開いたのである。 




すべて自力で建設資金を調達することを約束し、1993 年 8 月 6 日に、政府から 3 期建設の
認可を受けたのである 49)。その後、政府は投資こそしなかったものの、税制優遇や外貨使用
枠割当等の財政措置を通じて、宝鋼 3 期の早期稼働を力強く支えていった 50)。 
 第 3 期の工事には、第 3 高炉，焼結，コークス工場等をはじめ、電炉、転炉、連鋳、圧延、
冷延、発電設備、港湾建設なども含まれていた 51)。宝鋼はそれまでの経験を生かして、工事
全体の平均自製比率を 80％にまで引き上げることにした 52)。 
第 3 期の建設中に、宝鋼全体の経営管理体制も更に大きく変わっていった。1992 年 7 月
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23 日、「全民所有制工業企業の経営メカニズム転換条例」の公布、1994 年 7 月 1 日，「会社
法」の実施に伴い、政府は、会社化・集団化を中心とする企業制度の改革の試験的導入を、










で順調に進められ、1994 年 9 月 20 日に、早くも第 3 高炉を完成したのである 55)。 
1997 年 4 月 29 日、国務院による「大型企業集団の試験的導入の深化に関する通知」が公
布された。これ以降、更に一連抜本的な施策が講じられ、行政と企業の職責分離、企業競争
力の強化、資産再編による証券市場の上場を中心とした大型国有企業集団の改革が、政府主
導の下で一層急速に推し進められていった。これらを背景に、1998 年 11 月 17 日、宝鋼と
上海冶金および上海梅山冶金の 3 社統合が実現し、100％国家出資による資本金 458 億元、
総資産額 705 億元の中国最大の鉄鋼集団としての「上海宝鋼集団」が誕生した。2000 年 2
月 3 日、宝鋼集団は全額出資の宝鋼株式会社（宝山鋼鉄股份有限公司）を設立、同年 12 月
12 日に、上海株式市場への上場を果した 56）。その翌 2001 年 12 月 9 日、宝鋼は馬迹山港
ば せ き さ ん こ う
の
使用開始を以て、第 3 期工程の建設を終了したのである 57)。 
宝鋼第 3 期の建設から分かるように、多様化した資金調達の道が開かれたことは、第 3 期
の早期完成を促した重要な一因だったと言える。政府主導による 20 年間の企業改革がなけ
れば、宝鋼の自主経営に基づく第 3 期の建設も有り得なかった。宝鋼第 3 期の完成は、正に
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